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図４ 授業シート 

 
 
 
図５ 指導案を 

   活用したまとめ 
 
 

 
（５）授業改善の検証 

授業の改善点と、それによって見られた児童生徒の変容から、授業改善に

ついての検証を行った。自閉症教育の７つのキーポイント＊と関連させて検

証することにより、障害特性の視点からも、授業を見直すことができた。  
（P85 事例参照）  

＊自閉症教育の７つのキーポイント 
自閉症のある子どもたちの教育において、中核となる教育目標・内容を、主体性を
基盤とする７つに分類している。授業の評価・改善を検討する際や、アセスメント
の視点として活用することができる。 

出典：独立行政法人 国立特別支援教育総合研究所編著 
『自閉症教育実践マスターブック』  

 社会性の活動 参観の気づき（社会性の活動について） 

①   

②   

③   

④   

＜その他（指導者の動きや、ツール、環境等）＞ 

振り返り方法 
児童生徒名 

児童生徒の動き 使用ツール 
参観での気づき（他の振り返り方法） 

   

   

 

 

学習内容 指導上の留意点 
時間 

主たる活動 社会性に関する活動 T1 T2～T3 
準備物 

      
 
 
      

指導案の授業
展開と同じ｢社
会性の活動｣を
記入。 

｢社会性の活動｣について、参観者が
気づいた児童生徒の様子、改善でき
る内容等について記入する。 

「ティームティーチングの方法」
及び「環境面」等について、参観
者の気づきや改善策を記入。 

「振り返り方法」について、児童生徒
の様子や使用ツール等、参観者の気づ
き、他の方法等を記入。 

授業シート 
事後研究会       授業改善 
外部講師からの助言 

改善点は吹き出

しで記入 
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３ 授業研究の成果 
 
（１）社会性を育むための指導内容の整理 
  事前・事後の研究会をとおし、社会性を育むための指導内容のアウトライン

を次のようにまとめることができた。 
（特別支援学校学習指導要領において、自立活動の区分として新たに加わっ

た｢人間関係の形成｣との関連性を踏まえた）（図６ 参照） 
 

図６ 社会性を育むための指導内容のアウトライン 

 
 
 
 
（２）社会性を育む指導場面の明確化 

  
授業研究を進める中で、指導案における｢児童生徒の活動｣の内、｢社会性に

関する活動｣の記述が増えていった。 
これは、研究を進める中で、社会性を育む視点をもって指導を進めること

への指導者の意識が高まったためであると考えられる。 
 

 
（３）社会性を育む場（環境）の設定 
 
   場（環境）の設定について次の改善が見られた。 
   ・意図的に友だちや教師を注視しやすいポジションの工夫 
   ・自ら友だちや教師と関わることができるような動線の工夫 

 

- 80 -



図７ 場（環境）の設定のポイント 
 
 
 
 
 
 
 
 

社会性を育むためには、教師及び友だち等との関わりが求められる。 
人（教師・友だち）の位置が社会性を育むための場の設定として大切であ

ることが共通理解できた。 
 

（４）社会性を育む自己評価の方法 
     

授業において取り組まれた児童生徒の社会性に係る指導内容（指導目標）

の振り返りの方法は次のとおりである。いずれも視覚的に振り返ることの

できる方法が工夫されている。 
 
・授業場面をビデオに撮り、ビデオ映像を見て感想を発表する。 
・ワークシートに記入して発表する。 
・花丸カードで評価する。 
・絵カード等を用いて感想発表する。 
 
自閉症のある児童生徒は、自分や友だちとの活動を振り返ったり、思い

出してイメージしたりすることが苦手であると言われている。 
しかし、次のような場面が見られた。 
 
・友だちとペアになって作業するなどの場面について、お互いを評価し

合うことができた。 
・友だちとの手つなぎしている絵カードを選んで、印象に残ったことを

発表することができた。 
 
一方で課題は次の点である。 
 
・児童生徒自身が、振り返りの基準について理解することが難しい事例

があった。 
・振り返りの場面を授業展開において、どのように位置づけていくか。

授業のテンポや、即時評価の観点からの検証が必要である。 
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授業における振り返りを行うことで、児童生徒自らが「社会性の高まり」 
を感じることができたか、について結論することは困難である。 

行動やスキルのその意味がわかり、活用できるためには次のステップがあ

ると考えられる。 
 
① 行動やスキルの定着（｢こんにちは｣と言える） 
②自発的な行動化やスキルの使用（自分から｢こんにちは｣と言える） 
③意味がわかる（｢こんにちは｣と言うことは良いことだ） 

     
    ③の段階において｢社会性が身についた｣ということができよう。 
   そのために求められるのは継続性である。 
      

(社会性に係る内容を)教えてほめる（評価する） 
  
このことが、学校生活全体において展開できるよう、指導場面と適切な

評価の場面（環境）の設定をさらに進めたい。 
 

図８ 社会性の高まり 
 

  
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

（５）社会性を育むための授業におけるティームティーチング 
 

社会性を育む授業において求められる場（環境）の要件は｢人｣であり、

教師については、つまり、ティームティーチングである。 
授業研究の中で、教師間でより多くの共通理解や明確な役割分担が必要

であることが改めて意識された。   
授業研究会における講師の指導助言を踏まえ、授業におけるチームアプ

ローチのあり方を以下にまとめることができた。（図９ P83 参照） 
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図９ チームアプローチのあり方 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
授業展開において、中心となる教師には、授業展開の力量とともに、

サブの教師と共に授業を進めるチームアプローチ力（共通理解と明確な

役割分担）が不可欠である。 
授業の構想・改善の段階においては、外部専門職や自立活動専任が自

閉症の特性に応じた指導支援について、客観的な視点を持って提案をし、

担任と意見交換を行い、授業の方向性を決めていくことも必要である。 
 

（６）教師の意識の変化 
各学級における本年度の授業研究後に、教師全員に社会性に対する意

識調査を実施した。 
結果を示す。 
・社会性の指導に対する意識は高まったか    88% 
・変わらない              2% 
・その他          10% 
 

図１０ 社会性の意識 
今回、「社会性を育むための授業づくり」

をテーマに授業研究を行うことで、改め

て社会性とはどういうものかを考えた

り、社会性の観点から日々の指導を振り

返ったりする機会が多くなったことが

関係したと考えられる。 
 

〈授業展開のポイント〉 

テンポ 

めりはり 

教材提示のタイミング 

即時評価 

社会性を育む授業 

客観的視点 役割分担 
共通理解 

目線  笑顔  豊かな表情 
 

言葉かけ（ほめる） 
       明確な指示 

教師の資質 
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社会性は幅広い分野に関わる内容であるため、それまで強く意識されていな

かった場面においても、社会性に係る指導がより広く展開されていくと考えら

れる。 
 

４ まとめ 
 

 今回の授業研究において、授業場面においては、自閉症のある児童生徒が習

得した社会的スキルをスムーズに発揮することができた。 
今後も、継続的に社会性に係る行動・スキルを指導し、自立活動を中心に、

それを各教科や領域の中での指導に広げ、学校や家庭、地域の中で発揮できる

ことを目指し指導を進めていきたい。〈図 11〉 
 
研究を通して、自閉症のある児童生徒の 

社会性についての教師の意識が高ま    
った。 

とりわけ、授業における振り返りの

場面において、人とのかかわりついて、

児童生徒の気持ちの変容が見られた。

社会性に係る行動・スキルだけでなく、

「人と関わりたい」といった心の視点

の大切さも、再確認することができた。 
 
 
[参考文献] 
 
１） 長崎勤 中村晋他『自閉症児のための社会性発達支援プログラム』日本文

化科学社 
２） 司監修 筑波大学付属久里浜特別支援学校編著『明日から使える自閉症教

育のポイント 子どもに学ぶ 6 年間の実践研究』 
３） 文部科学省 『特別支援学校 小学部・中学部学習指導要領』 
４） 阿部芳久著『知的障害を伴う自閉症児の特別支援教育』  
５） 京都府総合教育センター『自閉症のある子どもへの支援ガイドブック』    
６） 独立行政法人 国立特別支援教育総合研究所編著 

『自閉症教育実践マスターブック』  

図 11 社会性の広がり 

・場面の広がり 
・多様な形 
・自主的 
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 社会性を育むための授業改善の事例 
自閉症教育の 7 つのキーポイントと関連 

 
社会性を育むための授業の改善点と  

児童生徒の変容について、事例を挙げて 

自閉症教育の７つのキーポイントと関連 

づけを行い、自閉症のある児童生徒の社 

会性を育むために必要な授業のポイント 

について検討することを目的とする。 
 

授業改善 

１ 対象 中学部１・２組   
２ 自立活動 「ストラックアウト」 
３ 社会性に関する指導内容 
（１）友だちとタッチ 

改善前 改善後 
ボールを投げ

終わったら自

分 の 席 に 戻

る。 

ボールを投げ終わ

ったら、みんなと

タッチをして自分

の席に戻る。 
自閉症教育の 7 つのキーポイント 

表出性のコミュニケーション 
強化システムの理解 
７つのキーポイントに関わる生徒の変容 

・ ボールを投げた生徒は、活動を

「やり遂げた」という達成感や

喜びをタッチすることで友だち

に伝えることができた。（表出性

のコミュニケーション） 
・ 応援している生徒は、タッチす

ることで、友だちを褒めたり励

ましたりする適切な言葉かけを

する場面がわかりやすくなっ

た。また、その場面で友だちと

笑顔で見つめあったり、自発的

に「やったね」等の励ましの言

葉がけをしたりする様子が見ら

れた。（強化システムの理解） 

 

（２）相互評価 
改善前 改善後 

振り返りの時

に、発表する生

徒は、前に出て

発表する。 

振り返り時に、発

表する生徒と選ん

でもらった生徒は

前に出て向かい合

って、発表したり、

聞いたりする。最

後に握手をする。 
自閉症教育の 7 つのキーポイント 

注視物の選択 
強化システムの理解 
７つのキーポイントに関わる生徒の変容 

・ 前に出て友だち同士向かい合う

ことで、誰が誰のことについて

話すのか明確になった。伝える

生徒は、「伝えよう」という意識

を高めることができた。また、

ほめてもらう生徒は、友だちの

評価を「聞こう」という意欲を

高めることができた。（注視物の

選択） 
・ 全員が、誰の事に対して評価し

ているのかわかり、発表してい

る生徒だけではなく、評価され

ている生徒も注視することがで

きた。（注視物の選択） 
・ 活動の終わりに「友だちのよい

ところを褒める」「友だちから褒

めてもらう」ということを、生

徒自身が強く意識したり、期待

したりできるようになった。ま

た、活動への意欲が高まった。

（強化システムの理解） 

授業改善の事例 
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４ 社会性に関する指導内容以外 
（１）意欲を高めるためにステップアップ 

改善前 改善後 
全員同じ距離でボ

ールを投げる。 
投げる距離を３段階

に設定し、本人が選

ぶようにした。 
自閉症教育の 7 つのキーポイント 

セルフマネージメント 
強化システムの理解 

７つのキーポイントに関わる生徒の変容 
・ 自分自身で投げたい距離を選ぶとい

う、自己決定の機会を作ったことで、

自ら考えてボール投げにチャレンジ

することができた。（セルフマネージ

メント） 
・ 「遠くから投げてみよう！」、「近くか

ら投げて絶対成功させるぞ」等と各自

の目標をもつようになり、意欲を持っ

て取り組むようになった。（強化シス

テムの理解） 
 （２）自分で選ぼう 

改善前 改善後 
２回ともくじ引きで

ねらう的を決める。 
１回目はくじ引き、

２回目は本人がね

らう的を決めるよ

うにした。 
自閉症教育の 7 つのキーポイント 

強化システムの理解 
セルフマネージメント 

７つのキーポイントに関わる生徒の変容 
・ 自分でねらう的を決めることで、「○番

の的をねらおう！」と意欲的に取り組

めるようになった。（強化システムの理

解） 
・ 選択肢から自分の好きな的を選ぶこと

で意欲が高まり、その的に当てるため

に、投げ方（上手投げ、下手投げ）や

投げるスピード等を工夫したりするこ

とができた。（セルフマネージメント） 
 

まとめ 

改善内容と自閉症教育の７つの

キ－ポイントとの関連から分析す

ると、「強化システムの理解」に関

するものが多かった。社会性に関

する内容については、授業改善を

通して、友だちの応援を増やした

り、人からの評価を得たりする場

面等の社会性の視点を取り入れて

授業を改善した。「強化システムの

理解」とは、「自ら楽しいことや嬉

しいことを期待して活動に向かう

力」と定義されており、ここでの

授業の改善は、他者を強化するも

しくは他者に強化されるシステム

を導入したことにつながると考え

る。 
この改善の結果、他児を応援す

る機会を設定したり、他児からの

肯定的な評価が得られる機会を設

定したりすることによって、生徒

に「笑顔で見つめあう」「「励まし

の言葉がけをする」「友だちの活動

に注目する」「友だちからほめても

らうことを期待する」などの変化

が見られた。これは、直接的な行

動面だけでなく、気持ちの面にも

影響を与えたのではないかと考え

る。社会的スキルとともに、気持

ちの高まりに迫ることができた授

業改善となった。 
今回の研究を通し、社会性の観

点と併せて自閉症教育の７つのキ

ーポイントを含めた授業改善を図

ることは、より自閉症のある児童

生徒に特化した授業づくりにつな

がるのではないかと考えた。特に、

社会性の観点からは、友だちが介

在した相互強化の機会を導入する

ことが必要であると考えられた。 
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成果と課題 
 
 

講   評 
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成果と課題 

自閉症のある児童生徒のニーズに応えるとともに、可能性を引き出し、

現実化する学校組織体制の構築 

 

 本校は、開校当初から自閉症学級を設置し、自閉症が「質的な障害」であることを

踏まえて、実践とそれを支える学校組織体制の充実に努めてきた。 

今回の研究推進の過程において、開校から６年間の自閉症学級の取組を整理し、自

閉症のある児童生徒の教育において、学校体制として整備すべき要件を挙げ、その整

備に努めた。 

 

成果は 

担任を中心に、保護者や外部専門職、校内外関係機関と協働で指導を進めるシス

テムの確立 

である。 

担任だけでなく外部専門職も関わるアセスメントシステム、授業研究・指導方法の

研修システムである。また、保護者をパートナーとするための研修システム等である。   

 担任と他の部署・機関等をつなぐのは自立活動専任である。その役割も明確化され

た。 

 

課題は 

指導方法・内容に係るライブラリーの充実 

である。 

視覚支援ツールについては、「児童生徒の力を最大限に発揮するための手がかりの

１つである」として整理ができた。 

しかし、視覚支援ツールの蓄積は、端緒についたばかりである。 

自立活動の内容・題材については、大枠の整理の域を出ない。 

今後の取組としたい。 

 

自閉症のある児童生徒のニーズに応え、可能性を引き出し、現実化するための学校

組織体制を整備することは、自閉症のある児童生徒のみでなく、他の障害の児童生徒

も含め、学校全体としての教育力を高めることになる。 

今後、この観点から、自閉症学級の編制のあり方等についても検討を進め、その一

層の充実を図りたい。 
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社会性を育む授業の創造 
 

成果を示す。 

 

指導者の社会性の指導についての意識が高まった。 

 

社会性の指導の観点が意識され、授業展開における様々な局面において、社会性に

係る行動やスキルの指導がなされるようになった。 

 

振り返りを中心とする授業モデルを示せた。 

 

自立活動の時間外の指導として、多くの授業の中で、社会性の学習が求められ、そ

の手法として適切な振り返りが有効であることが示された。 

 

社会性を育む機会として、人とのかかわる機会を授業場面で豊かに設定するため

に、「教師や友だちなどに関われる場（環境）の設定」が重要であることが共通

理解できた。 

 

自閉症の障害特性に配慮しつつも、過度な物理的環境への依拠や対応の個別化を控

えたり、動線の工夫等が求められることが示された。 

 合わせて教員間の共通理解に基づくチームアプローチの大切さが、改めて確認でき

た。 

 

課題は 

社会性に係る指導内容・題材の系統的な整理が求められる。 

 である。 

 

過去５年間の実践を社会性という観点で整理すると、様々な授業や、場面において

社会性を育むため指導が継続されていることが理解できた。そこから、社会性に係る

指導内容・題材の整理を開始することになった。 

もれなく、おちなく、系統的にその指導を進める上で、そこに立ち戻って内容・題

材が確認できるような資料の完成が急務である。 
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講 評 

 

研究統括者   

京都教育大学 発達障害学科 准教授 佐藤 克敏氏 

 

 

１． 学校教育体制について 

 

舞鶴養護学校の優れた取組みの一つに、自立活動療育専任の教員が学級担任のサ

ポーターであり、関係部署をつなぐファシリテーターとしての役割を果たした点が

あると考える。 

教員同士がお互いの授業を参観し合える機会をつくったり、参観した授業につい

て、できるだけ多くの参観者の意見が集約できるように記入用紙を工夫したり、参

観者の意見を集約して担任にフィードバックしたりするなど、同僚性を重視した取

組みを積極的に活用してきた点が、体制として教員間の共通理解や恊働性を高める

役割を果たしていたのではないかと感じた。 

また、保護者や地域との連携についても積極的に取り組み、多くの研修会の機会

を設定し、改善・発展させてきた経緯がある。毎年、研修会のニーズを探りながら、

参加型の研修を組んだり、具体的なツールの作成や活用を通したわかりやすく、役

立つ実感が得られる内容となるように工夫したりするなど、様々な取組みを行って

いる。校内だけでなく、保護者や地域との連携についても、共通理解や恊働性をキ

ーワードとして体制を整備してきたことが伺われる。 
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２． 社会性を育む授業の創造について 

 

本研究では、教員間の意見を集約し、社会性を育むために必要な教育内容を検討

した。本方法を用いることによって、過不足なく、同時に系統的に社会性を育む教

育内容を抽出できたとはいい難い。しかしながら、本方法を採用することによって、

授業を創造する観点の一つに社会性に関わる内容を留意しながら取り入れることが

でき、社会性というキーワードによる教員間の共通理解を図ることが容易になった

というメリットがあったと思われる。授業計画を作成する際に、関わった全ての教

員が必ず社会性のフィルターを通して指導案を見直す機会を持つことができた。 

 

３.  今後に向けて 

 

最後に、社会性を育むことをねらいとした授業を考える観点として、留意しても

らいたい事を述べたい。障害のある児童生徒は「できた」経験を通して多くのこと

を学ぶ。自閉症の児童生徒の社会性の向上を考えるならば、「できた」経験が社会的

な意味によって成り立っている必要があるだろう。場合によっては、場を共有しな

がら個人の活動を楽しめることかもしれないし、もう少し発展すれば人とのやり取

りを楽しむこと、人の期待に応えることを楽しむことかもしれない。また、社会性

を育むことをねらいとするならば、一授業で成立することは困難であろう。日常生

活も含めて、様々な複数の場面でねらいとした行動が、自発的に生じるように計画

的に機会が設定され、継続的に評価と指導が繰り返される必要があると考える。 

特定の授業の中だけでなく、日常生活を含んだ広い視点をもって、社会性の 

フィルターを通した評価と指導を繰り返していただくことを 

期待したい。 
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